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プロフィール（Profile） 
 

氏名（Name） H.S. 
所属（School）生命環境科学域 自然科学類 
学年（Grade） 1 年 
 
留学先（Name of overseas institution） 
       Concorde International 
留学期間 (study abroad period) 3 週間 
記入日（Date） 2017 年 3 月８日 

留学レポート Study Abroad Report 

 
生命環境科学域、自然科学類に在籍しています。今回、春期イギリス英語研修に参加したので、報告
いたします。 

 
留学の動機 
海外の語学学校に通い、違う国の方々と交流しながら英語の勉強をしたいと思ったため、参加しまし
た。 

 
留学前にしたこと 
事前研修に参加し、そこで配られた資料を用いてイギリスの文化や英会話について学びました。期末

試験が終わってからは、自分で買った市販のリスニング教材や英会話の本を用いて勉強しました。 
持ち物については、冬に行くということとホームステイをするということを念頭において準備しまし

た。イギリス、カンタベリー地方の冬は日本とほとんど変わらないので、すでに持っている冬服を用意
しました。よく雨が降るので、折り畳み傘は必須です。私は雨に濡れるのが嫌いなのでレインブーツも
持っていきました。日本食を持って行くのも良いと思います。ホームステイでは、自分の好きなタイミ
ングで洗濯ができないため、下着等は 1 週間分を目安に用意しました。バスタオルやシャンプー等のア
メニティーグッズはホストファミリーが用意して下さることもありますが、自分のものを用意しておい
た方が良いです。ホストファミリーへのお土産としては日本の手ぬぐいやコップ、お菓子を買いました。 
 
現地での生活(カンタベリー地方、ホームステイ) 
カンタベリー地方はロンドンから約 1 時間のところにあります。世界文化遺産に登録されているカン

タベリー大聖堂が有名で昔から巡礼地として栄えてきた街で、治安も良いです。中心部の規模はそこま
で大きくなく、迷子になることはありません。また、ハイストリートでは学生をよく見かけます。 
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ホームステイはどの家庭にステイするかで全く異なる生活を送ることになりますが、少しでも参考に

なればと思い報告いたします。私の部屋はベッドが二つとテレビ、クローゼット、タンスがありました。
もとから、部屋の蛍光灯は 2 つ切れており、残りの 1 つとベッドサイドランプで生活していましたが、
そこまで困りませんでした。ご夫婦と犬が 2 匹の家庭で、語学学校に通っている韓国から来た女性がス
テイしていました。ごはんに関しては、朝ごはんと夜ご飯をホストマザーに用意してもらいました。朝
ごはんはシリアルとオレンジジュースが定番で、夜ご飯は温かい食べ物を毎日作ってもらいました。自
分で用意せずとも温かいご飯が食べられるので、とても満足です。夜ご飯は六時ごろにみんなで一緒に
食べました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
食事中に今日あった出来事や授業のこと、休日の予定などをホストファミリーと話しました。 
夕食後は、決められたシャワー時間に合わせてシャワーを浴び、あとは部屋で授業の復習をしたりしま
した。シャワー時間は事前研修等で言われていた通り、15 分程度を目安に浴びていました。家から学校
までの通学時間に関しては、徒歩で 20 分ほどでした。 
 
現地での生活(語学学校) 
初日の午前中にクラス分けテストを受け、午後からクラスに参加して授業を受け始めました。月曜か

ら木曜は午前中に 3 時間、午後に 2 時間半授業を受け、金曜日は午前の授業だけというカリキュラムで
した。先生によって授業の仕方が全く異なりました。教材をベースにした授業もあれば、その日に決め
られたお題に関してペアでディスカッションしたり、歌や映像を用いた授業を受けたりしました。授業
で習う単語は難しく、先生によって、話すスピードや授業進度が速いことがあるので、わからなければ
わからないとすぐに言わないと置いていかれてしまいます。(笑) 授業では、ほとんどの先生が生徒を当
てて答えさせるというよりは、だれか知っている人答えてという方式をとっていました。クラスメイト
たちは答えるのがとても速く驚きました。日本から来た人以外に、中国、韓国、台湾、イタリア、スペ
イン、アラブなどから来た人がいました。授業が骨のある内容だったので心が折れそうになりましたが、
復習をしっかりして授業に備えました。 
 
現地での生活(休日)  
授業が無い金曜日の午後や土日は、自由に過ごすことができました。私は授業の復習をすることと、疲
れをとるために公園やカフェでゆっくり過ごすことにしました。また、30 分ほどバスに乗ると、海や有
名な White Cliff を見ることができます。軽い気持ちで White Cliff を登りましたが、とても険しい道で
した(笑)。海沿いは、夏以外オフシーズンなので、観光客は少なめ、というよりほとんどいません。きれ
いな景色を見るためと安全に観光するために晴れた日に行くことをお勧めします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


